
見
よ
、
悲
し
く
て
一
決
や
流
す
人

嬉
し
く
て
笑
を
法
へ
る
人

怒
る
人
、
嫉
む
人
、
愛
し
令
ふ
人

を
し
て
血
み
ど
ろ
に
働
き
汗
す
る
人
々

是
等
全
て
は
笑
は
れ
ぬ
喜
劇
だ
。

緑
色
の
垂
れ
幕
が

静
か
に
上
げ
ら
れ
て
行
〈
｜
｜

人
間
劇
場
に
一
棋
の
喜
劇
が
演
じ
ら
れ
る
の

r

見
よ
、
目
ま
ぐ
る
し
く
踊
る
其
委
を

泣
き
、
笑
ひ
、
怒
り
、
悲
し
み
、
一
諦
ら
め
る

そ
し
て
絡
に
何
物
を
も
摘
み
得
や

演
じ
果
て
た
踊
子
は

閤
黒
の
奈
落
へ
と
亡
び
て
行
〈
。

古
主
よ
b
新
し
き
へ

弱
き
よ
り
強

3
へ

新
陳
代
謝
を
繰
り
返
す

我
等
の
戯
曲
は

誌

歌

何
慮
迄
操
b
M此
ゐ
げ
ら
れ
て
行
く
の
た
ら
う

苦
ご
慾
の
世
持
よ

久
遠
の
古
よ
り
永
劫
の
未
来
ま
で

不
可
解
な
謎
を
以
て
進
む

我
等
の
人
間
劇
場
。

肌
身
延
の

と
ぜ小

&& 

誠

一、

門
松
の
一
地
ん
γ

と
ゆ
か
し
き
町
の
さ
ま
、

3
す
が
入
品
の
人
の
よ
る
山

一、

自
国
一
昔
の
御
山
を
浴
ほ
ム
践
ヲ
ぞ
き
や
、

新
ら
ね
人
も
涙
な
ら
ま
し

見
町
内
凡
の
芹
つ
ま
む
と

τ楽
に
げ
れ
ど

香
の
み
漂
ム
春
の
若
口
に

四

法
服
に
皐
帽
か
む
る
珍
委

う
れ
し
げ
に
行
く
新
皐
期
か
な一一一一一
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一一一一一一

.:n.. 、

行
き
か
へ
る
人
の
日
毎
に
込
み
ゐ
ふ
て

山
の
小
鳥
も
忙
し
げ
に
暗
〈

::It. 、

今
も
な
ほ
木
の
果
、
草
の
賞
、
茸
な
ど

御
山
に
あ
り
て
昔
話
る
も

タ号、

わ
が
姐
師
の
分
け
入
b
給
ム
其
頃
を

今
は
夢
路
に
辿
る
初
夏
の
夜

.-t 、

汗
ふ
き
つ
登
れ
ば
山
の
頂
き
は

御
法
の
風
に
い
と
も
涼
し
き

寸a、

此
の
山
の
月
は
と
b
わ
り
掌
し
ゃ

雄
々
し
き
峰
の
上
に
か
、
れ
ば

十
一
、
か
ら
木
立
あ
た
り
静
け
き
夕
空
に

山
門
い
ご
ど
高
〈
聾
ゆ
る

『、、J 

木
の
か
げ
に
つ
ご
入
り
ぬ
れ
ば
真
夏
日
も

打
も
忘
る
ご
と
谷
川
の
風

十
二
、
思
ム
よ
b
風
も
や
は
ら
し
山
の
冬

－
」
、
、
み
安
か
れ
ふ
る
里
の
一
親

！門！
雑

幸良

耳パ
7
4
’
 事b
J1.. 

曾

講
師
及
参
聴
者
探
遣
表

大
正
十
五
年
度

講

師

第
一
回
大
月
五
日

清
水
龍
山
削
宗
摩
ノ
振
興
ヲ
望
ム

議

題

（
丸
山
競
孝
記
）

第
一
一
回
六
月
十
九
日

高
岡
宮
部
忍
附
信
仰
ノ
版
趣

第
三
凶
九
月
十
八
日

高
岡
葱
忍
耐
信
仰
／
版
趣
（
績
）

第
四
回
十
月
二
日

北
尾
白
大
師
吾
宗
先
制
ノ
本
等
級

第
五
四
十
一
月
二
十
日

河
岡
市
B
A
且
川
本
門
本
飲
食
存
性
二
就
テ

丸高泉永江
利
山

聾
4
9

聴

者

山田倉悶

額惑

孝忍
師01ti

義

敬

唯

嘉
師

義

願
01U 

義

遜
r.1u 


